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(57)【要約】
　例えば、局所的に塗布するために好適な化粧品組成物が提供される。いくつかの例にお
いては、前記化粧品組成物は、ウンデシレノイルフェニルアラニン、ヘキシルデカノール
、及びビサボロールを含み得る。上記化粧品組成物を用いてメラニンの合成を減らす方法
もまた、本出願に開示されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧品組成物であって、
　ａ．Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニルアラニンと、
　ｂ．前記化粧品組成物の０．０１重量％～８重量％のヘキシルデカノールと、
　ｃ．前記化粧品組成物の０．００３重量％～２重量％のビサボロールとを含む、化粧品
組成物。
【請求項２】
　メラニン合成を減らす方法であって、
　ａ．メラニンを減らすことが必要なケラチン性組織の標的部位を識別するステップと、
及び
　ｂ．前記ケラチン性組織の前記標的部位に、有効な量の化粧品組成物を局所的に塗布す
るステップとを含み、該化粧品組成物は、
　　ｉ．Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニルアラニンと、
　　ｉｉ．前記化粧品組成物の０．０１重量％～８重量％のヘキシルデカノールと、
　　ｉｉｉ．前記化粧品組成物の０．００３重量％～２重量％のビサボロールとを含む、
方法。
【請求項３】
　前記化粧品組成物が、ビタミンＢ化合物を更に含む、請求項１又は２に記載の化粧品組
成物又は方法。
【請求項４】
　前記ビタミンＢ化合物がナイアシンアミドを含む、請求項３に記載の化粧品組成物又は
方法。
【請求項５】
　前記ナイアシンアミドは、前記化粧品組成物の、１１重量％以下の濃度である、請求項
４に記載の化粧品組成物又は方法。
【請求項６】
　前記ヘキシルデカノールは、前記化粧品組成物の、０．０５重量％～５重量％の濃度で
ある、請求項１～５のいずれか１項に記載の化粧品組成物又は方法。
【請求項７】
　前記Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニルアラニンは、前記化粧品組成物の、０．０１
重量％～２重量％の濃度である、請求項１～６のいずれか１項に記載の化粧品組成物又は
方法。
【請求項８】
　前記化粧品組成物が、紫外線活性物質を更に含む、請求項１～７のいずれか１項に記載
の化粧品組成物又は方法。
【請求項９】
　前記化粧品組成物が保湿剤を更に含む、請求項１～８のいずれか１項に記載の化粧品組
成物又は方法。
【請求項１０】
　前記化粧品組成物が、ヒドロキシ桂皮酸、イノシトール、カンゾウ抽出物、グリチルレ
チン酸、グラブリジン、ビタミンＥのコハク酸塩、サリチル酸、カラフトコンブ抽出物、
ベンガルボダイジュ抽出物、Ｎ－アセチルグルコサミン、及びそれらの組み合わせよりな
る群から選択される物質を更に含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の化粧品組成物
又は方法。
【請求項１１】
　前記化粧品組成物は、油中水型乳液、水中油型乳液、又はシリコーン中水型乳液の形で
提供される、請求項１～１０のいずれか１項に記載の化粧品組成物又は方法。
【請求項１２】
　前記化粧品組成物が、構造化剤を更に含む、請求項１～１１のいずれか１項に記載の化
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粧品組成物又は方法。
【請求項１３】
　前記化粧品組成物が、前記組成物の、４重量％～３０重量％のグリセリンを更に含む、
請求項１～１２のいずれか１項に記載の化粧品組成物又は方法。
【請求項１４】
　前記化粧品組成物が、前記組成物の、０．１重量％～９０重量％の、１種類又は複数の
油を更に含む、請求項１～１３のいずれか１項に記載の化粧品組成物又は方法。
【請求項１５】
　前記化粧品組成物が、乳化剤を更に含む、請求項１～１４のいずれか１項に記載の化粧
品組成物又は方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は一般に、ビサボロールと、ヘキシルデカノールと、及びウンデシレノイルフェ
ニルアラニンと、を含む化粧品組成物、及び当該組成物に関連する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　消費者はしばしば、手の届く価格の、安全で、安定的な、そして、常用していると消費
者の目に見える肌の美白を実現し得るような、肌の美白化製品を望むことがある。この点
に関して、消費者は、肌の色を薄くする及び／又は、肌にできる点状のもの、又はしみを
最小にするための肌の美白化製品を望む場合がある。例えば、消費者は、ホルモンの乱れ
又は紫外線のような環境ストレス源によってもたらされる肌の色の乱れに対処するために
、肌の美白剤を望む場合がある。
【０００３】
　少なくともいくつかの肌の美白剤は、肌の色が濃くなることに関わる１つ又は複数のス
テップを標的にして、又は当該ステップに影響を及ぼして作用する。人間の肌の色は、多
くのメラニン形成細胞が存在し得る、肌の最も外側の層（すなわち表皮）に部分的には起
因する。メラニンすなわち暗い茶色／黒色、又は明るい赤黄色の色素の合成は、チロシナ
ーゼ酵素が関わる複雑なプロセスであり、メラニン形成細胞のメラニン小体内で起こり得
る。これらのメラニン小体は、メラニン形成細胞からケラチン生成細胞に運ばれ得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　肌の色素に、特定の個々の成分が及ぼし得る効果については、ある程度の研究がなされ
てきたが、成分を組み合わせた場合に、その組み合わせが肌の色の見た目に果たし得る役
割については、成分の濃度、比率、及び／又は組み合わせの違いが、肌の色素にどう影響
し得るかを含めて、それほど研究されていない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　局所塗布に好適な化粧品組成物が提供される。前記化粧品組成物は、Ｎ－ウンデシレノ
イル－Ｌ－フェニルアラニンと、前記化粧品組成物の約０．０１重量％～約８重量％のヘ
キシルデカノールと、及び前記化粧品組成物の約０．００３重量％～約２重量％のビサボ
ロールとを含み得る。
【０００６】
　メラニンの合成を減少させるための方法も提供される。前記方法は、メラニンを減らす
ことが必要なケラチン性組織の標的部位を識別するステップと；Ｎ－ウンデシレノイル－
Ｌ－フェニルアラニンと、前記化粧品組成物の約０．０１重量％～約８重量％のヘキシル
デカノールと、前記化粧品組成物の約０．００３重量％～約２重量％のビサボロールとを
含む、有効な量の化粧品組成物を、前記ケラチン性組織の前記標的部位に局所的に塗布す
るステップとを含む。
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【発明を実施するための形態】
【０００７】
　すべてのパーセンテージは、特に他にことわらない限り、組成物の重量を基準にした重
量パーセントである。全ての比率は、特に記述のない限り、重量比である。全ての数範囲
は、より狭い範囲を包含し、表現された上方及び下方範囲の限界値は互換可能であって、
明示されていない範囲を更に作成する。有効数字の数は、指示されている量を限定するも
のでもなく、測定の精度を限定するものでもない。全ての測定は、約２５℃及び周囲条件
で行われると理解され、ここで「周囲条件」とは、約１気圧及び相対湿度約５０％という
条件を意味する。
【０００８】
　「化粧品組成物」とは、ケラチン性組織上に局所的に塗布するのに好適な組成物を意味
する。
【０００９】
　「誘導体」は、所与の化学物質の、アミド、エーテル、エステル、アミノ、カルボキシ
ル、アセチル、及び／又はアルコール誘導体を含むが、それらに限定されない。
【００１０】
　「有効な量」は、１つ又は複数の生物学的効果をも誘発するのに十分な量を意味する。
生物学的効果の非限定的な例としては、肌の色の変化、及び／又は（生体外又は生体内で
の）メラニン合成の減少のような、メラニン合成の変化が含まれる。
【００１１】
　本明細書で使用される場合、「抽出物」は以下の手順で得られ得る材料を意味する：乾
燥した植物原料（茎部、樹皮、葉等）の指示された部分を、円すい形ガラス製の濾過浸出
器に入れる。指示されたパーセンテージの抽出溶媒を、植物原料１部に対して抽出溶媒２
部の重量比で加える。抽出溶媒の指示されたパーセンテージが１００％未満の場合、残り
の溶媒は水である（例えば、９５％のエタノールに５％の水、５０％のエタノールに５０
％の水等）。約１６～２４時間、抽出をする。濾過液を回収し、得られる濾過液が、植物
の追加的抽出物を実質的に含まなくなるまで、上記のプロセスを繰り返す。濾過液を合わ
せて、減圧下で蒸発乾燥し、得られた抽出物を、摂氏４度未満で窒素雰囲気下に保管する
。
【００１２】
　「色素沈着過剰」は、本明細書で使用するとき、色素沈着が、隣接する皮膚の区域の色
素沈着よりも大きい、皮膚の区域を指す（例えば、色素しみ、加齢しみなど）。
【００１３】
　「肌の状態を改善する」「肌の状態の改善」は、肌の見た目及び触った感じに、視覚的
に及び／又は触覚的に知覚可能な好転、利益をもたらすことを意味する。もたらされ得る
効果は、次のうち１つ以上を包含し得るがそれらに限定されない：しわ及び粗く深い線、
小じわ、裂け目、こぶ、並びに大きな毛穴の外観を軽減すること；ケラチン性組織を厚く
すること（例えば、皮膚の表皮及び／又は真皮及び／又は皮下層、並びに適用可能な場合
は、爪及び毛幹のケラチン層を形成して、皮膚、毛髪、又は爪の萎縮を軽減すること）、
真皮－表皮界面のよれを増やすこと（乳頭間隆起としても知られる）；肌の美白；例えば
機能的皮膚エラスチンの損失、損傷、及び／又は不活性化に起因し、その結果として弾力
線維症、弛み、変形による皮膚又は毛髪の反跳低下のような症状をもたらす皮膚又は毛髪
の弾性損失を防止すること；セルライトの減少；皮膚、毛髪、又は爪の変色、例えば目の
下のくま、しみ（例えば、一様でない赤色化、例えば酒さによるもの）、血色の悪さ、色
素沈着過剰によって引き起こされる変色、等を改変すること。
【００１４】
　「ケラチン性組織」とは、皮膚、毛髪、爪、及び角皮を含むが、これらに限定されない
哺乳類の最も外側の保護カバーとして配置されるケラチン含有層を指す。
【００１５】
　本明細書で使用するとき、「血色の悪さ」は、典型的には皮膚の加齢に伴うタンパク質
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るような（例えば、黄色くなる）皮膚構成成分の減少、損傷、変化及び／又は異常の結果
として生じる青白い皮膚状態、及び黄色い皮膚状態などを意味する。
【００１６】
　本明細書で使用するとき、「塩」とは、これらに限定されないが、所与の化学物質のナ
トリウム、カリウム、カルシウム、アンモニウム、マンガン、銅、及び／又はマグネシウ
ム塩である。
【００１７】
　「皮膚の老化徴候」としては、ケラチン組織の老化による外面の可視的及び触知的に認
知可能な兆候、並びにあらゆるマクロ的又はミクロ的な影響が挙げられるが、これらに限
定されない。これらの兆候は、限定するものではないが、しわ及び大きな深いしわ、小じ
わ、縦じわ、陥没、隆起、大きな毛穴、キメの粗さ又は肌荒れなどの、肌の繊維組織が不
連続的になること；肌の弾力が失われること；変色（目の下のクマなど）すること；シミ
；皮膚が黄ばむこと；加齢によるシミ及びそばかすのように皮膚の領域に色素が沈着する
こと；角化症；異常な分化；過剰な角質化；弾力線維症；コラーゲンの分解、並びに角質
層、真皮、表皮、血管系（例えば、末梢血管拡張又はクモ状血管）及び皮膚下の（特に皮
膚に近接する）組織（例えば、脂肪及び／又は筋肉）におけるその他の組織構造の変化な
どの進行により表れる。
【００１８】
　「スキンケア用活性物質」は、肌につけると、肌に利益又は改善をもたらす化学物質を
意味する。スキンケア用活性物質は、肌への適用に対してのみでなく、毛髪、爪、及びそ
の他のケラチン性組織に対してもまた有用であると理解すべきである。
【００１９】
　驚くべきことには、ビサボロール、ウンデシレノイルフェニルアラニン、及びヘキシル
デカノールを組み合わせると、相乗的にメラニンの合成を抑制するように作用し得るとい
うことがわかった。理論に縛られずに言えば、メラニン合成の抑制は、表皮のより上層の
メラニンのレベルを下げることにつながり得ると考えられる。また、ビサボロール、ウン
デシレノイルフェニルアラニン、及びヘキシルデカノールの相乗的な組み合わせは、ナイ
アシンアミドのような、その他の既知のスキンケア用活性物質を含んでいてよく、それで
もなお相乗効果を発揮するということもわかった。ビサボロール、ウンデシレノイルフェ
ニルアラニン、及びヘキシルデカノールを含む化粧品組成物は、例えば、肌の色のばらつ
き（例えば、色素沈着過剰）に対処するため、肌の色を美白化するため、老化の兆候を好
転させるため、及び／又は肌の状態を改善するために用いられ得る。
【００２０】
　以下の表１は、本明細書に開示するメラニン合成アッセイを用いて、さまざまな試験条
件がメラニンの合成に及ぼす効果を示す。試料１は、０．１％のビサボロール（「Ｂｉｓ
」と示す）を含んでいた。試料２は、０．１％のビサボロールと、０．０００５６％のヘ
キシルデカノール（「ＨＤ」と示す）と、０．０００５６％のナイアシンアミド（「Ｎｉ
ａ」と示す）とを含んでいた。試料３は、０．１％のビサボロールと、０．０００１１％
のウンデシレノイルフェニルアラニン（「ＵＰ」と示す）と、０．０００５６％のナイア
シンアミドとを含んでいた。試料４は、０．０００５６％のヘキシルデカノールと、０．
０００１１％のウンデシレノイルフェニルアラニンと、０．０００５６％のナイアシンア
ミドとを含んでいた。試料５は、０．１％のビサボロールと、０．０００５６％のヘキシ
ルデカノールと、０．０００１１％のウンデシレノイルフェニルアラニンとを含んでいた
。試料６は、０．１％のビサボロールと、０．０００５６％のヘキシルデカノールと、０
．０００１１％のウンデシレノイルフェニルアラニンと、０．０００５６％のナイアシン
アミドとを含んでいた。
【００２１】
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【表１】

【００２２】
　試料１と試料４とを比べると、ビサボロールは単独では、ヘキシルデカノール、ウンデ
シレノイルフェニルアラニン、及びナイアシンアミドの組み合わせを含んでいた試料４と
比べて、Ｂ１６－Ｆ１マウス黒色腫細胞からのメラニンの生成を有意に減らしてはいなか
った。試料２と試料４とを比べると、ビサボロール、ヘキシルデカノール、及びナイアシ
ンアミドの組み合わせは、試料４と比べて、Ｂ１６－Ｆ１マウス黒色腫細胞からのメラニ
ンの生成を有意に減らしてはいなかった。試料３と試料４とを比べると、ビサボロール、
ウンデシレノイルフェニルアラニン、及びナイアシンアミドの組み合わせは、試料４と比
べて、Ｂ１６－Ｆ１マウス黒色腫細胞からのメラニンの生成を有意に減らしていなかった
。
【００２３】
　予想しなかったことに、試料５のように、ビサボロールをウンデシレノイルフェニルア
ラニン及びヘキシルデカノールと組み合わせると、ヘキシルデカノール、ウンデシレノイ
ルフェニルアラニン、及びナイアシンアミドの組み合わせを含んでいた試料４と比べて、
Ｂ１６－Ｆ１マウス黒色腫細胞からのメラニンの生成を有意に減らすことが観察された。
試料６と試料４とを比べると、試料６のようにナイアシンアミドをビサボロール、ウンデ
シレノイルフェニルアラニン、及びヘキシルデカノールの組み合わせに添加すると、ヘキ
シルデカノール、ウンデシレノイルフェニルアラニン、及びナイアシンアミドの組み合わ
せを含んでいた試料４と比べて、Ｂ１６－Ｆ１マウス黒色腫細胞からのメラニンの生成を
有意に減少させた。これらの予想外の結果が示唆するのは、ビサボロール、ウンデシレノ
イルフェニルアラニン、及びヘキシルデカノールを含む化粧品組成物は、皮膚に局所的に
塗布するとメラニンの生成を減らすことができる場合があるということである。これらの
結果はまた、ビサボロール、ウンデシレノイルフェニルアラニン、及びヘキシルデカノー
ルの相乗的組み合わせは、ナイアシンアミドを含んでよく、それでもなお相乗的効果をも
たらし得るということも示唆している。
【００２４】
　化粧品組成物
　化粧品組成物は、哺乳類のケラチン性組織、特にヒトの皮膚に塗布することができる。
化粧品組成物はさまざまな形をとり得る。例えば、そうした形態の非限定的な例をいくつ
か挙げると、溶液、懸濁液、ローション、クリーム、ゲル、化粧水、スティック、ペンシ
ル、スプレー、エアゾル、軟膏、クレンジング洗剤液およびクレンジング棒状固形物、シ
ャンプー及びヘアコンディショナー、ペースト、フォーム、パウダー、ムース、髭剃りク
リーム、ティッシュ、細片、パッチ、電気駆動パッチ、創傷被覆材及び粘着性包帯、ヒド
ロゲル、フィルム形成製品、顔面及び皮膚マスク、化粧品（例えば、ファンデーション、
アイライナー及びアイシャドウ）等が含まれる。
【００２５】
　化粧品組成物は、ビサボロールを含んでいてもよい。ビサボロールは、香水、シャンプ
ー、石鹸、及び化粧品のような消費者製品に、芳香成分として既に用いられている。ビサ
ボロールは、抗炎症性を有するものともされており、既に、抗炎症性の有効成分として、
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組成物に含まれている。
【００２６】
　ビサボロールは、天然由来のもの、又は合成されたものであってよい。また、天然由来
及び合成由来のものの混合物を含んでいてよい。ビサボロールは、化粧品組成物に、例え
ば、そのままの純粋な形で、塩として、抽出物として、または他の任意の形で加えられて
よい。ビサボロールは、例えば、「α－ビサボロール」を含み、このα－ビサボロールに
は、（＋）－α－ビサボロール、（－）－α－ビサボロール、（＋）－エピ－α－ビサボ
ロール、（－）－エピ－α－ビサボロール、及びそれらの組み合わせを含む。化粧品組成
物は、化粧品組成物の、少なくとも０．００３重量％のビサボロールを含み得る。化粧品
組成物は、化粧品組成物の、約０．００３重量％～約１重量％、約０．１重量％～約１重
量％、約０．００３重量％～約２重量％、約０．１重量％～約２重量％、又は０．００３
重量％～５重量％のビサボロールを含み得る。
【００２７】
　ビサボロールは、以下のような化学式で表現され得る：
【００２８】
【化１】

【００２９】
　化粧品組成物は、Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニルアラニン（すなわちウンデシレ
ノイルフェニルアラニン）も含み得る。Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニルアラニンは
、ＳＥＰＰＩＣ社により商業的に利用可能であり、Ｓｅｐｉｗｈｉｔｅ（登録商標）の名
前で販売されている。Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニルアラニンは、Ｎ－アシルフェ
ニルアラニン誘導体という大きなクラスに属する物質であり、就寝前に肌のトーンを整え
るために局所的に用いる製剤として知られている。化粧品組成物は、化粧品組成物の、少
なくとも約０．０００１重量％又はそれよりも多くのＮ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニ
ルアラニンを含み得る。化粧品組成物は、化粧品組成物の、約０．０００１重量％～約１
重量％、約０．０００１重量％～約２重量％、約０．０００１重量％～約５重量％、又は
約０．０１重量％～約２重量％のＮ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニルアラニンを含み得
る。
【００３０】
　Ｎ－ウンデシレノイル－Ｌ－フェニルアラニンは、以下のような化学式で表現され得る
：
【００３１】

【化２】

【００３２】
　化粧品組成物は、２－ヘキシル－１－デカノール（すなわち「ヘキシルデカノール」）
を含み得る。本明細書で説明される化粧品組成物は、そのヘキシルデカノールの濃度が、
化粧品組成物の０．０００５重量％、０．１重量％、０．５重量％、１重量％、２重量％
、３重量％、４重量％、５重量％、６重量％、８重量％、１０重量％、又は１２重量％よ
り大きくてよく、及び／又は化粧品組成物の２０重量％、１８重量％、１６重量％、１５
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重量％、又は１４重量％より小さくてよい。いくつかの例においては、本明細書で説明さ
れる化粧品組成物は、そのヘキシルデカノールの濃度が、化粧品組成物の約０．０５重量
％～約８重量％、約０．０１重量％～約５重量％、又は約０．０１重量％～約８重量％で
あってよい。
【００３３】
　ヘキシルデカノールは、以下のような化学式で表現され得る：
【００３４】
【化３】

【００３５】
　化粧品組成物は、ビタミンＢ化合物を含み得る。本明細書で使用される場合、ビタミン
Ｂ化合物は、Ｂ１化合物と、Ｂ２化合物と、ナイアシンアミドのようなＢ３化合物と、パ
ンテノール又は「プロ－Ｂ５」、パントテン酸、及びパントテニルのようなＢ５化合物と
、ピロキシジン、ピリドキサル、ピリドキサミン、カルニチン、チアミン、及びリボフラ
ビンのようなＢ６化合物とを含む。いくつかの例においては、前記ビタミンＢ化合物は、
次の化学式で表現されるＢ３化合物であり得る：
【００３６】
【化４】

　式中、Ｒは、－ＣＯＮＨ2（すなわち、ナイアシンアミド）、－ＣＯＯＨ（すなわち、
ニコチン酸）又は－ＣＨ２ＯＨ（すなわち、ニコチニルアルコール）；これらの誘導体；
及び前述のいずれかの塩である。いくつかの例においては、化粧品組成物のビタミンＢ化
合物の濃度は、当該化粧品組成物の０．０００５重量％、１重量％、２重量％、３重量％
、４重量％、又は５重量％より高く、及び／又は１１重量％、１０重量％、８重量％、又
は６重量％未満であり得る。いくつかの例においては、化粧品組成物は、そのビタミンＢ
化合物の濃度が、当該化粧品組成物の約０．０００５重量％、１重量％、２重量％、３重
量％、４重量％、又は５重量％より高く、及び／又は約１１重量％、１０重量％、８重量
％、又は６重量％未満であり得る。
【００３７】
　ナイアシンアミドを局所的に塗布することは、化粧品によるスキンケア上の多様な利点
と関連し得る。これらの利点には、次のものが含まれ得る：ｉ）皮膚内のニコチンアミド
補酵素が年齢と共に枯渇しているのを正常化すること、ｉｉ）表皮のセラミド合成を増加
する方向で調節することと同時に表皮にバリア効果をもたらすこと、ｉｉｉ）紫外線の照
射によるダメージに対する保護をもたらすこと、ｉｖ）メラニン小体がメラニン形成細胞
からケラチン生成細胞に運ばれるのを抑制し（それにより、潜在的には、肌のトーンを整
える利益をもたらし）、皮脂の生成を減少させること。ある例においては、それゆえに、
加齢した／光によりダメージを受けた肌を改善するために、ナイアシンアミドを化粧品組
成物に含めることが望ましい。
【００３８】
　また、化粧品組成物は、１種類又は複数の保湿剤も含み得る。保湿剤のいくつかの非限
定的な例としては、ソルビトール、ハチミツ、プロピレングリコール、及びグリセリンが
含まれる。例えば、グリセリンは通常、室温で液体の、水混和性のある、小さな極性のあ
る分子である。内因性のグリセリンは、皮膚水分量の重要な一部分を構成していると考え
られ、グリセリンを含有しているコスメティック製品を局所的に塗布することは、バリア
機能の改善、ケラチン生成細胞の増殖と関連するバイオマーカーの誘導及び創傷治癒、メ
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ラニンレベルの低下、表皮の厚みの増加、及び肌の見た目の全般的改善と関連し得る。い
くつかの例においては、化粧品組成物は、１種類又は複数の保湿剤を、化粧品組成物の、
約４重量％、５重量％、６重量％、７重量％、８重量％、１０重量％、１２重量％、１５
重量％、２０重量％より高い濃度、及び／又は約３０重量％、２５重量％、又は２０重量
％未満の濃度で含み得る。
【００３９】
　化粧品組成物は、ヒドロキシ桂皮酸、イノシトール、カンゾウ抽出物、グリチルレチン
酸、グラブリジン、ビタミンＥのコハク酸塩、サリチル酸、カラフトコンブ抽出物、ベン
ガルボダイジュ抽出物、Ｎ－アセチルグルコサミン、及びそれらの組み合わせも含み得る
。
【００４０】
　他の成分
　既に説明した成分に加えて、本明細書で説明される化粧品組成物は、１種類又は複数の
他の成分も含み得る。化粧品組成物に一般に用いられる他の成分（例えば、スキンケア用
活性物質）の非限定的な例、スキンケア用活性物質識別する方法、及び／又は化粧品組成
物を処方する方法が、米国特許出願公開第２００２／００２２０４０号、同２００３／０
０４９２１２号、同２００７／０１９６３４４号、同２００８／０１８１９５６号、同２
０１０／０００９２４０８号、同２００８／０２０６３７３号、同２０１０／０２３９５
１０号、同２０１０／０１８９６６９号、同２０１１／０２６２０２５号、同２０１１／
００９７２８６号、同２０１２／０１９７０１６号、同２０１２／０１２８６８３号、同
２０１２／０１４８５１５号、同２０１２／０１５６１４６号、及び同２０１３／００２
２５５７号、並びに米国特許第５，９３９，０８２号、同５，８７２，１１２号、同６，
４９２，３２６号、同６，６９６，０４９号、同６，５２４，５９８号、同５，９７２，
３５９号、及び同６，１７４，５３３号に記載されている。
【００４１】
　例えば、化粧品組成物は、約１重量％～約９５重量％の水を含み得る。化粧品組成物は
、約１重量％～約９５重量％の１つ以上の油を含んでもよい。化粧品組成物は、約０．１
％、０．５％、１％、２％、５％、１０％、１５％、２０％、２５％、３０％、３５％、
４０％、４５％、５０％、５５％、６０％、６５％、７０％、７５％，８０％、８５％、
又は９０％～約９０％、８５％、８０％、７５％、７０％、６５％、６０％、５５％、５
０％、４５％、４０％、３５％、３０％、２５％、２０％、１５％、１０％、５％、又は
３％の上記１つ以上の油を含んでもよい。油は、水又は水溶性溶剤に好適ではない物質を
可溶化、分散、又は担持するために使用してもよい。好適な油としては、シリコーン、炭
化水素、エステル、アミド、エーテル、及びこれらの混合物が挙げられる。油は室温で流
体であり得る。油は、揮発性又は不揮発性であってもよい。「不揮発性」とは、２５℃に
おいて約０．０３ｋＰａ（０．２ｍｍＨｇ）以下の蒸気圧を示す物質、及び／又は１気圧
で少なくとも約３００℃の沸点を有する物質を意味する。「揮発性」とは、物質が２０℃
において少なくとも約０．０３ｋＰａ（０．２ｍｍＨｇ）の蒸気圧を示すことを意味する
。揮発性油は、重くてベトベトしたフィルムが望ましくない場合に、より軽い感触をもた
らすために使用され得る。化粧品組成物が乳液の形態であるとき、油は典型的に、油相と
関連付けられる担体である。化粧品組成物は、油中水型乳液、水中油型乳液、又はシリコ
ーン中水型乳液の形であってもよい。
【００４２】
　好適な油としては揮発性油が挙げられる。当該揮発性油は、摂氏２５度での粘度が、約
０．５～５ｍｍ2／ｓ（０．５～５センチストーク）であってよい。揮発性油は、皮膚に
塗布した後に化粧品組成物がより急速に乾燥するのを促進するために使用され得る。不揮
発性油もまた、化粧品組成物に用いるのに好適である。不揮発性油は、皮膚を軟化させる
性質及び保護性のためにしばしば用いられる。
【００４３】
　好適なシリコーン油としては、ポリシロキサンが挙げられる。ポリシロキサンは、摂氏
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２５度での粘度が、約０．５～約１，０００，０００ｍｍ2／ｓ（約０．５～約１，００
０，０００センチストークス）であってよい。このようなポリシロキサンは、以下の一般
化学式で表すことができる：
　Ｒ3ＳｉＯ［Ｒ2ＳｉＯ］xＳｉＲ3

　（式中、Ｒは、独立して、水素又はＣ1～30直鎖又は分岐鎖、飽和又は不飽和アルキル
、フェニル又はアリール、トリアルキルシロキシから選択され；ｘは、所望の分子量を得
るために選択された０～約１０，０００の整数である。）Ｒの非限定的な例は、水素、メ
チル、及びエチルを含む。市販のポリシロキサンとしては、ジメチコーンとしても既知で
ある、ポリジメチルシロキサンが挙げられ、その例としては、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕから販
売されているＤＭ－Ｆｌｕｉｄシリーズ、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ
　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　Ｉｎｃ．から販売されているＶｉｃａｓｉｌ（登録商標）シリー
ズ、及びＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから販売されるＤｏｗ　Ｃｏ
ｒｎｉｎｇ（登録商標）２００シリーズが挙げられる。好適なポリジメチルシロキサンの
具体例としては、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２００流体（Ｘｉａｍｅｔｅｒ（
登録商標）ＰＭＸ－２００シリコーン流体としても市販）の粘度が０．６５、１．５、５
０、１００、３５０、１０，０００、１２，５００、１００，０００、及び３００，００
０ｍｍ2／ｓ（０．６５、１．５、５０、１００、３５０、１０，０００、１２，５００
、１００，０００、及び３００，０００センチストークス）のものが挙げられる。
【００４４】
　好適なジメチコンとしては、以下の化学式で表されるものが含まれる：
　Ｒ3ＳｉＯ［Ｒ2ＳｉＯ］x［ＲＲ’ＳｉＯ］yＳｉＲ3

　式中、Ｒ及びＲ’は、それぞれ独立して、水素又はＣ1～30直鎖若しくは分岐鎖飽和若
しくは不飽和アルキル、アリール若しくはトリアルキルシロキシであり、ｘ及びｙは、そ
れぞれ、所望の分子量を得るために選択される１～１，０００，０００の整数である。ジ
メチコンの非制限的例としては、フェニルジメチコン（Ｂｏｔａｎｉｇｅｎｉｃｓ，Ｉｎ
ｃ．のＢｏｔａｎｓｉｌ（商標）ＰＤ－１５１）、ジフェニルジメチコン（Ｓｈｉｎ－Ｅ
ｔｓｕ社のＫＦ－５３及びＫＦ－５４）、フェニルトリメチコン（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎ
ｇ社の５５６コスメチックグレードフルイド）、又はトリメチルシロキシフェニルジメチ
コン（Ｗａｃｋｅｒ－ＢｅｌｓｉｌのＰＤＭ－２０、ＰＤＭ－２００、又はＰＤＭ－１０
００）が挙げられる。他の非制限的例としては、少なくともＲ’が脂肪族アルキル（例え
ば、Ｃ12～22）であるアルキルジメチコンが挙げられる。好適なアルキルジメチコンは、
Ｒ’がＣ１６直鎖であり、Ｒがメチルである、セチルジメチコンである。セチルジメチコ
ンは、２５０２コスメチック・フルイドとしてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から、又はＡｂ
ｉｌ　Ｗａｘ　９８０１若しくは９８１４としてＥｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ
　ＧｍｂＨから入手可能である。
【００４５】
　環状シリコーンは、当該化粧品組成物中で使用することができるシリコーン油の一種で
ある。このようなシリコーンは、次のような一般式を有する：
【００４６】
【化５】

　（式中、Ｒは、独立して、水素又はＣ1～30直鎖又は分岐鎖、飽和又は不飽和アルキル
、フェニル又はアリール、トリアルキルシロキシから選択され、ｎ＝３～８であり、これ
らの混合物である。）一般的に、ｎが４、５及び／又は６である、シクロメチコンの混合
物が使用される。市販の好適なシクロメチコンとしては、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社の、
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ＵＰ－１００１　Ｕｌｔｒａ　Ｐｕｒｅ　Ｆｌｕｉｄ（すなわち、ｎ＝４）、Ｄｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇ社の、ＸＩＡＭＥＴＥＲ（登録商標）ＰＭＸ－０２４５（すなわち、ｎ＝５
）、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社の、ＸＩＡＭＥＴＥＲ（登録商標）ＰＭＸ－０２４５（す
なわち、ｎ＝６）、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社の、２４５流体（すなわち、ｎ＝４及び５
）、及びＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社の３４５流体（すなわち、ｎ＝４、５及び６）が挙げ
られる。
【００４７】
　好適な炭化水素油としては、直鎖、分枝鎖、又は環状アルカン及びアルケンが挙げられ
る。鎖長は、揮発性等の所望の機能特徴に基づいて選択されてもよい。好適な揮発性炭化
水素は、５～２０個の炭素原子、あるいは、８～１６個の炭素原子を有してもよい。
【００４８】
　他の好適な油としては、エステルが挙げられる。当該好適なエステルは通常、少なくと
も１０個の炭素原子を含み得る。これらのエステルとしては、脂肪酸又はアルコールに由
来するヒドロカルビル鎖とのエステル（例えば、モノエステル、多価アルコールエステル
、並びにジ－及びトリ－カルボン酸エステル）が挙げられる。このエステルのヒドロカル
ビルラジカルは、アミド及びアルコキシ部分（例えば、エトキシ又はエーテル結合など）
のような他の相溶性のある官能基を含むか、又はこのヒドロカルビルラジカル自身に共有
結合させて有していてよい。エステルの例としては、イソステアリン酸イソプロピル、ラ
ウリン酸ヘキシル、ラウリン酸イソヘキシル、パルミチン酸イソヘキシル、パルミチン酸
イソプロピル、オレイン酸デシル、オレイン酸イソデシル、ステアリン酸ヘキサデシル、
ステアリン酸デシル、イソステアリン酸イソプロピル、アジピン酸ジヘキシルデシル、乳
酸ラウリル、乳酸ミリスチル、乳酸セチル、ステアリン酸オレイル、オレイン酸オレイル
、ミリスチン酸オレイル、酢酸ラウリル、プロピオン酸セチル、Ｃ１２～１５安息香酸ア
ルキル、アジピン酸ジイソプロピル、アジピン酸ジブチル及びアジピン酸オレイルが挙げ
られるが、それらに限定されない。他の好適なエステルは、Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ
　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｃｏｕｎｃｉｌの、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ
　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ、第１３版
（２０１０年）の「エステル」の機能カテゴリに更に記載されている。化粧品組成物で用
いるのに好適な他のエステルとしては、多価アルコールエステル及びグリセリドとして知
られているものが挙げられる。
【００４９】
　他の好適な油としては、アミドが挙げられる。アミドとしては、２５℃で液体であり、
水に不溶性である、アミド官能基を有する化合物が挙げられる。好適なアミドとしては、
Ｎ－アセチル－Ｎ－ブチルアミノプロピオネート、イソプロピルＮ－ラウロイルサルコシ
ナート、及びＮ，Ｎ，－ジエチルトルアミドが挙げられる。他の好適なアミドは、米国特
許第６，８７２，４０１号に開示されている。
【００５０】
　他の好適な油としては、エーテルが挙げられる。好適なエーテルとしては、多価アルコ
ールの飽和及び不飽和脂肪エーテル、並びにそれらのアルコキシル化誘導体が挙げられる
。エーテルの例として挙げられるのは、ポリプロピレングリコールのＣ4～20アルキルエ
ーテル、及びジ－Ｃ8～30アルキルエーテルである。これらの物質の好適な例としては、
ＰＰＧ－１４ブチルエーテル、ＰＰＧ－１５ステアリルエーテル、ジオクチルエーテル、
ドデシルオクチルエーテル、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００５１】
　化粧品組成物は、乳化剤を含んでいてよい。乳化剤は、化粧品組成物が乳液の形態であ
る時、又は不混和性物質が混合されている場合、特に好適である。化粧品組成物は、約０
．０５％、０．１％、０．２％、０．３％、０．５％、又は１％～約２０％、１０％、５
％、３％、２％、又は１％の乳化剤を含んでもよい。乳化剤は、非イオン性、陰イオン性
、双極性イオン、又は陽イオン性であってよい。乳化剤の非限定的な例を開示したものに
は、米国特許第３，７５５，５６０号、同第４，４２１，７６９号、及びＭｃＣｕｔｃｈ
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ｅｏｎ’ｓ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ，２０１０　Ａｎ
ｎｕａｌ　Ｅｄ．Ｍ．Ｃ．Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．発行、がある。他の好適な乳化
剤は、Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｃｏｕｎｃｉｌ’ｓ　Ｉｎｔｅｒ
ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　
ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ、第１３版、（２００６年）の「界面活性剤－乳化剤」の機能
カテゴリに更に記載されている。
【００５２】
　好適な乳化剤として、次の種類のエーテル及びエステル、すなわち、ポリグリコールと
脂肪族アルコールのエーテル、ポリグリコールと脂肪酸のエステル、ポリグリコールと脂
肪族アルコールのグリコシル化エーテル、ポリグリコールと脂肪酸のグリコシル化エステ
ル、Ｃ12～30アルコールとグリセロール又はポリグリセロールのエーテル、Ｃ12～30脂肪
酸とグリセロール又はポリグリセロールのエステル、オキシアルキレン改質Ｃ12～30アル
コールとグリセロール又はポリグリセロールのエーテル、スクロース又はグルコースを含
むＣ12～30脂肪族アルコールエーテル、スクロースとＣ12～30脂肪酸のエステル、ペンタ
エリスリトールとＣ12～30脂肪酸のエステル、ソルビトール及び／又はソルビタンとＣ12

～30脂肪酸のエステル、ソルビトール及び／又はソルビタンとアルコキシ化ソルビタンの
エーテル、ポリグリコールとコレステロールのエーテル、Ｃ12～30脂肪酸とソルビトール
及び／又はソルビタンのアルコキシ化エーテルのエステル、並びにこれらの組み合わせが
挙げられるが、それらに限定されない。
【００５３】
　直鎖又は分枝鎖タイプのシリコーン乳化剤もまた、使用され得る。有用なポリエーテル
修飾シリコーンの例としては、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社からのＫＦ－６０１１、ＫＦ－６０
１２、ＫＦ－６０１３、ＫＦ－６０１５、ＫＦ－６０１５、ＫＦ－６０１７、ＫＦ－６０
４３、ＫＦ－６０２８、及びＫＦ－６０３８が挙げられる。有用なシリコーン乳化剤のい
くつかの例としては、ポリグリセロール化された直鎖又は分枝鎖シロキサン乳化剤があり
、それにはＳｈｉｎ　Ｅｔｓｕ社から入手できる、ＫＦ－６１００、ＫＦ－６１０４、及
びＫＦ－６１０５が含まれる。
【００５４】
　乳化剤としては、乳化シリコーンエラストマーも挙げられる。好適な乳化シリコーンエ
ラストマーとしては、少なくとも１種類のポリアルキルエーテル又はポリグリセロール化
単位が挙げられ得る。利用可能なポリオキシアルキレン化（Polyoxyalylenated）乳化性
シリコーンエラストマーとしては、ＫＳＧ－２１、ＫＳＧ－２０、ＫＳＧ－３０、ＫＳＧ
－３１、ＫＳＧ－３２、ＫＳＧ－３３；ＫＳＧ－２１０（ジメチコン中に分散したジメチ
コン／ＰＥＧ－１０／１５架橋ポリマー）；ＫＳＧ－３１０（ＰＥＧ－１５ラウリルジメ
チコン架橋ポリマー）；ＫＳＧ－３２０（イソドデカン中に分散したＰＥＧ－１５ラウリ
ルジメチコン架橋ポリマー）；ＫＳＧ－３３０（トリエチルヘキサノイン中に分散したＰ
ＥＧ－１５ラウリルジメチコン架橋ポリマー）、ＫＳＧ－３４０（ＰＥＧ－１０ラウリル
ジメチコン架橋ポリマー及びＰＥＧ－１５ラウリルジメチコン架橋ポリマー）の名前でＳ
ｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ社から販売されているものが挙げられる。他の乳
化性シリコーンエラストマーは、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（商標）社により供給されてお
り、例えば、ＰＥＧ－１２ジメチコン架橋ポリマー（ＤＣ　９０１０及び９０１１）が挙
げられる。いくつかの好適なシリコーン乳化剤の他の例がＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によ
り販売されており、ＤＣ９０１０及びＤＣ９０１１を含む。国際公開第２００４／０２４
７９８号には、ポリグリセロール化乳化シリコーンエラストマーが開示されている。この
ようなエラストマーには、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社のＫＳＧシリーズ、例えば、ＫＳＧ－７
１０（ジメチコンに分散したジメチコン／ポリグリセリン－３クロスポリマー）が挙げら
れ、あるいは、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社からＫＳＧ－８１０、ＫＳＧ－８２０、ＫＳＧ－８
３０、又はＫＳＧ－８４０として入手可能な、イソドデカン、ジメチコン、トリエチルヘ
キサノイン等の各種溶媒に分散したラウリルジメチコン／ポリグリセリン－３クロスポリ
マーが挙げられる。
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【００５５】
　粘度を増加させるために、化粧品組成物を濃化、凝固、又はそれに固体若しくは結晶構
造を提供するために、構造化剤が使用されてもよい。構造化剤は典型的には、溶解性、分
散性、及び相溶性に基づきグループ化される。水性又は水構造化剤の例は、高分子剤、天
然又は構成ガム、ポリサッカライド等を含むが、それらに限定されない。化粧品組成物は
、当該化粧品組成物の約０．０００１重量％、０．００１重量％、０．０１重量％、０．
０５重量％、０．１重量％、０．５重量％、又は１重量％、２％、３％、５％から、約２
５重量％、２０重量％、１０重量％、７重量％、５重量％、４重量％、又は２重量％まで
の１種以上の構造化剤を含んでもよい。
【００５６】
　ポリサッカライド及びガムは、いくつかの好適な水相増粘剤の例であり得る。ポリマー
構造化剤の好適なクラスとしては、カルボン酸ポリマー、ポリアクリルアミドポリマー、
スルホン酸ポリマー、高分子量ポリアルキルグリコール又はポリグリセリン、これらのコ
ポリマー、これらの疎水的に修飾された誘導体、及びこれらの混合物が挙げられるがこれ
らに限定されない。
【００５７】
　油性構造化剤の例としては、シリコーン及び有機系材料が挙げられる。油性構造化剤の
好適な濃度範囲は、約０．０１％、０．０５％、０．１％　０．５％、１％、２．５％、
５％、又は１０％～約３０％、２５％、２０％、１５％、１０％、又は５％である。好適
な油相構造化剤の例には、シリコーン系、例えば、シリコーンエラストマー、シリコーン
ガム、シリコーンワックス、油相の粘度をシリコーンが高めることができるような重合度
のある直鎖シリコーンである油相構造化剤が含まれる。シリコーン構造化剤の例としては
、シリコーンエラストマー、シリコーンガム、及びシリコーンワックスが挙げられるが、
それらに限定されない。
【００５８】
　好適なシリコーンエラストマーは、粉末形態であってもよく、又は揮発性若しくは不揮
発性シリコーン等の溶剤、又はパラフィン系炭化水素若しくはエステル等のシリコーン相
溶性媒体中で分散又は可溶化されてもよい。シリコーンエラストマー粉末の例としては、
Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社から入手可能な、ＫＳＰ－１００、ＫＳＰ－１０１、ＫＳＰ－１０
２、ＫＳＰ－１０３、ＫＳＰ－１０４、ＫＳＰ－１０５などの、ビニルジメチコン／メチ
コンシルセスキオキサン架橋ポリマー、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社から入手可能な、ＫＳＰ－
２００などの、フルオロアルキル基を含有するハイブリッド型シリコーン粉末（この粉末
はフルオロ－シリコーンエラストマーである）、並びにＳｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社から入手可
能な、ＫＳＰ－３００などの、フェニル基を含有するハイブリッド型シリコーン粉末（こ
の粉末は、フェニル置換されたシリコーンエラストマーである）；並びにＤｏｗ　Ｃｏｒ
ｎｉｎｇ社から入手可能な、ＤＣ　９５０６が挙げられる。
【００５９】
　シリコーンエラストマー分散液の例としては、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から商品名Ｄ
Ｃ９０４０又はＤＣ９０４１で市販のもの、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ社から商品名ＳＦＥ　８
３９で市販のもの、又はＳｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ社から商品名ＫＳＧ－
１５、１６、１８で市販のもの等、各種供給元から供給されるジメチコン／ビニルジメチ
コンクロスポリマーが挙げられる。ＫＳＧ－１５は、ＩＮＣＩ名シクロペンタシロキサン
（及び）ジメチコン／ビニルジメチコンクロスポリマーを有する。ＫＳＧ－１８は、ＩＮ
ＣＩ名ジフェニルシロキシフェニルトリメチコン（及び）ジメチコン／フェニルビニルジ
メチコンクロスポリマーを有する。シリコーンエラストマーは、Ｇｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓ
ｔｒｉｅｓ社から、Ｇｒａｎｓｉｌ（商標）として購入することもできる。Ｓｈｉｎ　Ｅ
ｔｓｕ社から商品名ＫＳＧ－４１、ＫＳＧ－４２、ＫＳＧ－４３及びＫＳＧ－４４で供給
されるラウリルジメチコン／ビニルジメチコンクロスポリマー等、長鎖アルキル置換を有
するその他のシリコーンエラストマーが好適である場合もあり、この場合、エラストマー
はそれぞれ、鉱油、イソドカン、トリエチルヘキサノイン又はスクアレン等の溶媒に分散
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している。Ｓｈｉｎ　Ｅｔｓｕ社から商品名ＫＳＧ－８１０、ＫＳＧ－８２０、ＫＳＧ－
８３０、及びＫＳＧ－８４０で供給される、ラウリルジメチコン／ポリグリセリン－３ク
ロスポリマー等、ポリグリセリン置換を有するその他のシリコーンエラストマーが好適で
ある場合もあり、この場合、エラストマーはそれぞれ、鉱油、イソドカン、トリエチルヘ
キサノイン又はスクアレン等の溶媒に分散している。Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ社から、商品名
ＫＳＧ－３１０、ＫＳＧ－３２０、ＫＳＧ－３３０、及びＫＳＧ－３４０で市販のＰＥＧ
－１５／ラウリルジメチコン架橋ポリマー等、ポリグリコール置換を有するその他のシリ
コーンエラストマーが好適である場合もあり、この場合、エラストマーはそれぞれ、鉱油
、イソドカン、トリエチルヘキサノイン又はスクアレン等の溶媒に分散している。ポリグ
リコール置換を有する他の好適なシリコーンエラストマーとしては、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ
社のＫＳＧ－２１０、すなわちジメチコン／ＰＥＧ－１０／１５クロスポリマーのジメチ
コン溶液が挙げられる。
【００６０】
　シリコーンガムを構造化剤として用いることができる。シリコーンガムは、２５℃で約
５００，０００～１００，０００，０００ｍｍ2／ｓ（５００，０００～１００，０００
，０００ｃｓｔ）、約６００，０００～２０，０００，０００ｍｍ2／ｓ（６００，００
０～２０，０００，０００ｃｓｔ）、約６００，０００～１２，０００，０００ｍｍ2／
ｓ（約６００，０００～１２，０００，０００ｃｓｔ）の範囲の粘度を有する。好適なシ
リコーンゴムとしては、Ｗａｃｋｅｒ－Ｂｅｌｓｉｌ社から商品名ＣＭ３０９２、Ｗａｃ
ｋｅｒ－Ｂｅｌｓｉｌ　１０００、又はＷａｃｋｅｒ－Ｂｅｌｓｉｌ　ＤＭ　３０９６で
市販のものが挙げられる。商品名１－１２５４　Ｆｌｕｉｄ、２－９０２３　Ｆｌｕｉｄ
、及び２－９０２６　ＦｌｕｉｄでＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から入手可能なジメチコノ
ールは、特に好適なシリコーンゴムである。ジメチコノールは、多くの場合、Ｄｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇ　１４０１　Ｆｌｕｉｄ、１４０３　Ｆｌｕｉｄ及び１５０１　Ｆｌｕｉｄ
などのように、揮発性又は不揮発性シリコーンとの混合物として市販される。
【００６１】
　構造化剤の他の非限定的な例としては、シリコーンワックスがある。シリコーンワック
スは、アルキルシリコーンワックスと称されてもよく、それらは、室温で半固体又は固体
であり得る。用語「アルキルシリコーンワックス」は、シロキサンに半固体又は固体特性
を付与する置換長鎖アルキル（Ｃ１６～３０など）を有する、ポリジメチルシロキサンを
意味する。このようなシリコーンワックスの例としては、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈ
ｍｉｄｔ　ＧｍｂＨから商品名Ａｂｉｌ　Ｗａｘ　９８００で購入可能な、あるいはＤｏ
ｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から商品名２５０３で購入可能なステアリルジメチコンが挙げられ
る。他の例としては、ビス－ステアリルジメチコン（Ｇｒａｎｓｉｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉ
ｅｓ社から商品名Ｇｒａｎｓｉｌ　Ａ－１８で購入可能）、ベヘニルジメチコン又はベヘ
ノキシジメチコンが挙げられる。
【００６２】
　他の好適な構造化剤としては、ポリアミド及びポリシリコーン－ポリアミドコポリマー
が挙げられる。米国特許出願公開第２００４／０１７０５８６号に記載のポリシリコーン
－ポリアミドコポリマーが好適である。
【００６３】
　他の構造剤は、動物性、植物性、又はミネラルワックス等、１つ以上の天然又は合成ワ
ックスであってもよい。好適なシリコーンワックスは、米国特許第５，４１３，７８１号
、及び同第５，７２５，８４５号に開示されており、更には、アルキルメチルポリシロキ
サン、Ｃ１０～Ｃ６０アルキルジメチコン、及びこれらの混合物も含まれる。
【００６４】
　他の構造化剤としては、天然又は合成モンモリロナイト鉱物、シリカ、ケイ酸塩、シリ
カケイ酸塩、及びアルカリ金属又はこれらのアルカリ土類金属誘導体が挙げられる。
【００６５】
　化粧品組成物は、１種類又は複数の紫外線活性物質を選択的に含み得る。本明細書で使
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用するとき、「紫外線活性物質」とは、日焼け止め剤及び物理的日焼け防止剤の両方を包
含する。好適な紫外線活性物質は、有機又は無機であってよい。いくつかの好適な紫外線
活性物質が、ｔｈｅ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｃｏｕｎｃｉｌ’
ｓ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔ
ｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，第１３版（２０１０年）の中の「日焼け止め
剤」の機能カテゴリに挙げられている。好適な紫外線活性物質は、米国（例えば、２１　
ＣＦＲ　ｐａｒｔ　３５２、米国官報６８　４１３８６、米国官報７０　７２４４９又は
米国官報７１　４２４０５）、欧州（欧州議会規則第１２２３／２００９号；Ａｎｎｅｘ
　ＶＩ）、日本、中国、オーストラリア、ニュージーランド又はカナダにおける規制当局
により定義又は提案されているものを含む。いくつかの例においては、化粧品組成物は、
化粧品組成物の約０．０１重量％～約２０重量％の紫外線活性物質を含み得る。化粧品組
成物は、十分な量の１種類又は複数の紫外線活性物質を含んでよく、太陽光線保護指数は
少なくとも約１５、３０、４５、又は５０となる。ＳＰＦ試験は、当該技術分野で一般的
なものであり、かつ周知のものである。好適なＳＰＦ試験は、２１　Ｃ．Ｆ．Ｒ．３５２
，Ｓｕｂｐａｒｔ　Ｄに規定されている。
【００６６】
　いくつかの好適な紫外線活性物質としては、ジベンゾイルメタン誘導体、例えば、２－
メチルジベンゾイルメタン、４－メチルジベンゾイルメタン、４－イソプロピルジベンゾ
イルメタン、４－ｔｅｒｔ－ブチルジベンゾイルメタン、２，４－ジメチルジベンゾイル
メタン、２，５－ジメチルジベンゾイルメタン、４，４’－ジイソプロピルジベンゾイル
メタン、４，４’－ジメトキシジベンゾイルメタン、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メト
キシジベンゾイルメタン（すなわち、ブチルメトキシジベンゾイルメタン又はアボベンゾ
ン）（ＰＡＲＳＯＬ（登録商標）１７８９としてＤＳＭから市販）、２－メチル－５－イ
ソプロピル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、２－メチル－５－ｔｅｒｔ－ブチル－
４’－メトキシジベンゾイルメタン、２，４－ジメチル－４’－メトキシジベンゾイルメ
タン、及び２，６－ジメチル－４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタ
ン等が挙げられる。いくつかの他の好適な紫外線活性物質としては、２－エチルヘキシル
－ｐ－メトキシシンナメート（ＰＡＲＳＯＬ（登録商標）ＭＣＸとしてＤＳＭ社より市販
）、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、ベンゾフェノン（benzonphenone）
－３（即ち、オキシベンゾン（oxybeznone））、オクチルジメチル－ｐ－アミノ安息香酸
、ジガロイルトリオレエート、２，２－ジヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、エ
チル－４－（ビス（ヒドロキシ－プロピル））アミノ安息香酸、２－エチルヘキシル－２
－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート、２－エチルヘキシル－サリチラート、グリ
セリル－ｐ－アミノ安息香酸、３，３，５－トリ－メチルシクロヘキシルサリチル酸エス
テル、アントラニル酸メチル、ｐ－ジメチル－アミノ安息香酸又はアミノ安息香酸、２－
エチルヘキシル－ｐ－ジメチル－アミノ－ベンゾエート、２－フェニルベンゾイミダゾー
ル－５－スルホン酸、２－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）－５－スルホンベンゾオキサ
ゾイン酸、オクトクリレン、酸化亜鉛、二酸化チタン、及びこれらの混合物が挙げられる
。
【００６７】
　特に好適な紫外線活性物質は、２－エチルヘキシル－ｐ－メトキシシンナメート、４－
ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、２－ヒドロキシ－４－メトキシ
ベンゾ－フェノン、２－フェニルベンゾイミダゾール－５－スルホン酸、オクトクリレン
、酸化亜鉛、二酸化チタン、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００６８】
　いくつかの他の好適な紫外線活性物質としては、４－メチルベンジリデンカンファー（
ＰＡＲＳＯＬ（登録商標）５０００としてＤＳＭ社より又はＥｕｓｏｌｅｘ　６３００と
してＭｅｒｃｋ社より市販）、メチレンビス－ベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフ
ェノール（即ち、ビスオクトリゾール、なお、Ｔｉｎｏｓｏｒｂ（登録商標）ＭとしてＢ
ＡＳＦ社より市販）、ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェノールトリア
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ジン（即ち、ベモトリジノール、なおＴｉｎｏｓｏｒｂ（登録商標）ＳとしてＢＡＳＦ社
より市販）、フェニルジベンゾイミダゾールテトラスルホン酸ジナトリウム（即ち、ビス
ジスリゾールジナトリウム、なお、Ｎｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ（登録商標）ＡＰとしてＳ
ｙｍｒｉｓｅ社より市販）、エチルヘキシルトリアゾン（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）Ｔ　
１５０としてＢＡＳＦ社より市販）、ドロメトリゾール－トリシロキサン（Ｍｅｘｏｒｙ
ｌ　ＸＬとしてＬ’Ｏｒｅａｌより販売）、ジヒドロキシジメトキシベンゾフェノンジス
ルホン酸ナトリウム（即ち、ベンゾフェノン－９、なお、Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）ＤＳ
　４９としてＢＡＳＦ社より市販）、ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキ
シル（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）Ａ　ＰｌｕｓとしてＢＡＳＦ社より市販）、ジエチルヘ
キシルブタミドトリアゾン（即ち、イスコトリジノール、なお、Ｕｖａｓｏｒｂ（登録商
標）ＨＥＢとして３Ｖ　Ｓｉｇｍａ社より市販）、ポリシリコーン－１５（即ち、ＤＳＭ
社より市販のＰＡＲＳＯＬ（登録商標）ＳＬＸ）、及びイソアミルｐ－メトキシシンナメ
ート（即ち、アミロキサート、なお、Ｎｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ（登録商標）Ｅ　１００
０としてＳｙｍｒｉｓｅ社より市販）が挙げられる。
【００６９】
　化粧品組成物は、一般に、化粧品組成物を製造する技術分野において既知であるものの
ような従来の方法によって調製される。かかる方法は、典型的には、加熱、冷却、真空の
適用等を用いて、又はそれらを用いずに、１つ又はそれ以上の工程で、成分を比較的均一
な状態になるまで混合する工程を伴う。一般に、乳液は、最初に水相物質を脂肪相物質と
は別個に混合し、その後２相を適宜組み合わせて、所望の連続層を得ることにより調製さ
れる。化粧品組成物は、好ましくは、安定性（物理的安定性、化学的安定性、光安定性等
）及び／又は活性物質の送達を最適化するように調製される。化粧品組成物は、治療期間
の間十分な量の化粧品組成物を保存するように寸法設定されたパッケージ中で提供されて
もよい。パッケージの寸法、形状、及びデザインは幅広く様々であり得る。ある特定のパ
ッケージの例は、米国デザイン特許第Ｄ５７０，７０７号、同第Ｄ３９１，１６２号、同
第Ｄ５１６，４３６号、同第Ｄ５３５，１９１号、同第Ｄ５４２，６６０号、同第Ｄ５４
７，１９３号、同第Ｄ５４７，６６１号、同第Ｄ５５８，５９１号、同第Ｄ５６３，２２
１号、米国特許公開第２００９／００１７０８０号、同第２００７／０２０５２２６号、
及び同第２００７／００４０３０６号に記載されている。
【００７０】
　メラニン合成アッセイ
　Ｂ１６－Ｆ１マウス黒色腫細胞ラインが、メラニン合成を測定するためのアッセイとし
て用いられ得る。Ｂ１６－Ｆ１細胞は、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｔｉｓｓｕｅ　Ｃｕｌｔｕｒ
ｅ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ，バージニア州、米国から入手できる。アッセイに使用できる
細胞培養液には、５００ｍＬのＤｕｌｂｅｃｃｏ改変イーグル培地（ＤＭＥＭ）、５０ｍ
Ｌのウシ胎児血清（ＦＢＳ）、及び５ｍＬのペニシリン－ストレプトマイシン液を含みう
る。この培地中で培養され、９０％を越えるコンフルエンシーに増殖したＢ１６－Ｆ１細
胞は、メラニンを合成する。いかなる理論によっても縛られずに言えば、メラニン合成は
培養液及び／又は高いコンフルエンシーへの増殖により誘導されるストレスにより刺激さ
れると仮定される。ＤＭＥＭ及びＦＢＳはＡｍｅｒｉｃａｎ　Ｔｉｓｓｕｅ　ｃｕｌｔｕ
ｒｅ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎから入手でき、ペニシリン－ストレプトマイシン液はＩｎｖ
ｉｔｒｏｇｅｎ，Ｉｎｃ．，カリフォルニア州、米国から入手できる。このアッセイで使
用する機器は、Ｔｈｅｒｍａ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ，マサチューセッツ州、米国による
Ｆｏｒｍａ　Ｓｅｒｉｅｓ　Ｍｏｄｅｌ　３１１０等のＣＯ2インキュベーター、Ｈａｕ
ｓｅｒ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ，ペンシルバニア州、米国によるＢｒｉｇｈｔ　Ｌｉｎｅ
モデル等の血球計、及びＭｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｄｅｖｉｃｅｓ，カリフォルニア州、米国
からのＳｐｅｃｔｒａＭａｘ２５０等の紫外線可視スペクトルプレートリーダーを含む。
アッセイのステップは、以下のものを含み得る：
　第０日－細胞増殖。細胞培養液を３７℃に暖め、２９ｍＬをＴ－１５０フラスコ内に配
置する。Ｔ－１５０フラスコにおよそ１×１０6のＢ１６－Ｆ１継代１マウス細胞を加え
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、摂氏３７度、５％のＣＯ2、９０％の相対湿度で、約８０％のコンフルエンシー迄、３
日間インキュベートする。
　第３日－９６ウェルプレートの開始。第３日にＴ－１５０フラスコからの細胞をトリプ
シン処理し、血球計数器を使用して細胞濃度を測定する。９６ウェルプレートを１ウェル
当たり２，５００細胞、細胞培養液１００μＬで開始する。プレートを摂氏３７度で、５
％のＣＯ2、９０％の相対湿度で、少なくとも２０％～４０％のコンフルエンシー迄、２
日間インキュベートする。
　第５日－プレートから細胞培養液を除去し、新鮮な培養液（１００μＬ／ウェル）で置
き換える。［水又はＤＳＭＯ］溶媒で希釈した［試験化合物］１μＬを添加する。複数の
希釈比を試験して用量応答曲線を生成してもよく、好ましくは３つのウェルを各希釈比で
処理する。対照は、細胞培養培地、Ｂ１６－Ｆ１細胞と、溶媒（対照＃１）とを含むウェ
ル；細胞培養培地と溶媒とを含むウェル（対照＃２）；並びに、細胞培養培地と、溶媒と
、［試験化合物］のバックグラウンド色を制御する必要がある場合には［試験化合物］と
を含む任意的なウェル（対照＃３）とから構成される。
　７日目－メラニン生成を測定する：細胞は集密度が約９０％超の状態であるべきである
。そうでない場合、このデータ点を使用しない。各ウェルに１００μＬの０．７５％水酸
化ナトリウム溶液を加える。ＵＶ－Ｖｉｓプレートリーダーを使用して、９６ウェルプレ
ートを４１０ｎｍにて読み取り、［試験化合物］で処理されたウェルと、試験化合物で処
理されなかった対照ウェルとの間で、生成されたメラニンの量を光学的に測定する。メラ
ニンが生成されたウェルは、通常、茶色がかって見える。メラニンが殆ど生成されなかっ
たウェルは、通常、透明から薄紫色に見える。メラニン合成阻害の百分率は、以下の式に
より計算する。
【００７１】
【数１】

　ＯＤ４１０は、４１０ｎｍでＵＶ～可視光スペクトルプレートリーダーによって測定さ
れる光学密度である。
【００７２】
　対照＃３が使用される際、メラニン合成阻害率（％）の式は、
【００７３】
【数２】

【００７４】
　一般に上記に概略したアッセイを用いて、下記の表１に示すように、対照細胞と比較し
て、処理済みＢ１６－Ｆ１細胞におけるメラニン合成が阻害された。
【００７５】
　使用方法
　本明細書に開示される化粧品組成物は、１つ又は複数の皮膚表面及び／又は１つ又は複
数の哺乳類のケラチン性組織表面に、使用者の毎日のルーティン又はレジメンの一部とし
て塗布されてよい。更に又はあるいは、本明細書における化粧品組成物は、「必要に応じ
て」方式で用いてよい。いくつかの例においては、有効な量の化粧品組成物が、ケラチン
性組織又は皮膚の標的部位に塗布されてよい。
【００７６】
　方法は、ケラチン性組織又は皮膚の標的部位を識別するステップを含み得るが、当該標
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的部位には、以下のもののうち１種類又は複数のものが、前記化粧品組成物による治療対
象として含まれる：加齢によるシミ、色素シミ、肌のトーンのばらつき、及び／又はメラ
ニンを減らすことが必要な部位。前記方法は、また、前記化粧品組成物により、肌の状態
を改善するために治療される対象となる皮膚表面を識別するステップも含まれていてよい
。当該皮膚表面は、使用者によって識別されてもよく、又は皮膚科医、コスメティシャン
、若しくはその他の個人のような第三者によって識別されてもよい。また、異なる個人の
組み合わせにより識別されてもよい。識別は、例えば、寸法及び／又は色に基づいて、治
療を必要とする皮膚表面の目視検査によって行われてもよい。識別はまた、カスタムメイ
ドの画像化装置、又はＳＩＡｓｃｏｐｅ　Ｖ（Ａｓｔｒｏｎ　Ｃｌｉｎｉｃａ，Ｌｔｄ．
，英国から入手可能）又はＶＩＳＩＡ（登録商標）Ｃｏｍｐｌｅｘｉｏｎ　Ａｎａｌｙｓ
ｉｓシステム（Ｃａｎｆｉｅｌｄ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ，Ｉｎｃ．，ニュージャージー
州フェアフィールドから入手可能）等の市販の画像化装置により行われてもよい。両方の
装置は、皮膚の画像を収集し、加齢によるシミを識別することが可能である。また識別は
、例えば、ベース部分及び／又は加齢シミの、肌の色の情報を集めることができる色度計
又は分光光度計によってなされてもよい。
【００７７】
　皮膚表面は、顔の皮膚表面、手及び腕の皮膚表面、足及び脚の皮膚表面、並びに頸部及
び胸部の皮膚表面（例えば胸元）のような、通常は衣類によって覆われない皮膚表面を含
み得る。例えば、治療のために識別された領域は、額、口の周囲、顎、眼窩周囲、鼻及び
／又は頬の皮膚表面のような領域を含み得る。他の例においては、化粧品組成物は、任意
の顔の肌ケア表面及び／又は当該化粧品組成物によって治療されることが必要であると識
別された、任意のその他の皮膚表面に塗布され得る。いくつかの例においては、１種類又
は複数のこれらの皮膚表面が、治療を必要としていると識別され得るが、１種類又は複数
のこれらの皮膚表面が、前記化粧品組成物で治療されてよい。
【００７８】
　本方法は、前もって識別されていてもされていなくてもよい皮膚表面に組成物を塗布す
るステップを含み得る。前記化粧品組成物の適用のためのレジメンが多数存在する。前記
化粧品組成物は、必要に応じて塗布してもよく、及び／又は１日当たり、少なくとも１回
、２回、又はもっと頻繁に、治療期間中は塗布してもよい。治療期間の非限定的な例とし
ては、約１週間～約１２週間、約４週間～約１２週間、及び／又は約４週間～約８週間で
あり得る。他の例では、処理期間は、数ヶ月（すなわち３～１２ヶ月）又は数年間に及び
うる。他の例では、化粧品組成物は少なくとも毎日１回、少なくとも約４週間又は少なく
とも約８週間の治療期間にわたり塗布される。他の例では、化粧品組成物は毎日２回、少
なくとも約４週間又は少なくとも約８週間の治療期間にわたり塗布される。他の例では、
化粧品組成物は、少なくとも１つの皮膚表面領域に、少なくとも毎日１回、毎日２回、又
は毎日３回、７日間、１４日間、２１日間、又は、２８日間、又はそれより長い期間にわ
たり塗布され得る。１日に２回塗布される場合、１回目及び２回目の塗布は、少なくとも
１～１２時間の間隔が空けられてもよい。化粧品組成物はまた、朝及び／又は就寝前であ
る夜にも塗布され得る。治療期間は、皮膚表面に改善をもたらすのに十分な時間であるべ
きであるが、そうである必要はない。改善の非限定的な例としては、加齢シミが目に見え
て小さくなること、加齢シミの色が薄くなること、（例えば、より明るい色になること）
、メラニンレベルが低下すること、及びメラニンの均質性が改善することある。
【実施例】
【００７９】
　本発明の多くの変形が可能であるので、以下の実施例は例示目的のみのために与えられ
、本発明の限定として解釈されるべきでない。
【００８０】
　実施例においては、特に指定のない限り、全ての濃度が重量％として列挙されており、
希釈剤、充填剤等の微量物質は除外し得る。そのため、列挙した配合は、列挙した成分及
びこのような成分に関連するいかなる微量物質をも含む。当業者にとって明白なように、
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このような微量物質の選択は、本明細書に記載したように本発明を作るために選択した特
定成分の物理的及び化学的特質によって変わることになる。
【００８１】
　いくつかの化粧品組成物の実施例が以下に提供される。
【００８２】
【表２】

【００８３】
　本明細書の全体を通じて与えられる全ての最大の数値限定は、それよりも小さい全ての
数値限定を、そうしたより小さい数値限定が恰も明確に本明細書に記載されているものと
同様にして包含するものと理解すべきである。本明細書全体を通して記載される全ての最
小数値限定は、このようなより高い数値限定が本明細書に明示的に記載されているかのよ
うに、全てのより高い数値限定を含む。本明細書全体を通して記載される全ての数値範囲
は、このようなより狭い数値範囲が全て本明細書に明示的に記載されているかのように、
このようなより広い数値範囲内の全てのより狭い数値範囲を含む。
【００８４】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれぞれは、記
載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
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、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【００８５】
　相互参照されるか又は関連するすべての特許又は特許出願、及び本出願に添付される出
願データシートに特定されている任意の特許又は特許出願又は特許を含む、本願に引用さ
れるすべての文書を、特に除外すること又は限定することを明言しないかぎりにおいて、
その全容にわたって本願に援用するものである。いずれの文献の引用も、こうした文献が
本願で開示又は特許請求される全ての発明に対する先行技術であることを容認するもので
はなく、また、こうした文献が、単独で、あるいは他の全ての参照文献とのあらゆる組み
合わせにおいて、こうした発明のいずれかを参照、教示、示唆又は開示していることを容
認するものでもない。更に、本文書において、用語の任意の意味又は定義の範囲が、参考
として組み込まれた文書中の同様の用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合には、本文
書中で用語に割り当てられる意味又は定義に準拠するものとする。
【００８６】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を添付の特許請求の範
囲で扱うものとする。
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【国際調査報告】
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